
と
く
に
三
学
の
一
つ
で
あ
る
戒
学
に
対
す
る
研
究
書
が
現
わ
れ
た
の
は
、
小
乗
律
関
係
で
は
百
済
の
聖
王
（
五
二
三
l
五
五
三
）
の
と

き
に
、
曇
一
旭
・
恵
仁
に
よ
っ

て
『
五
部
律
疏
』
三
十
六
巻
が
撰
述
さ
れ
た
の
が
初
め
で
あ
り
、
そ
の
後
、
新
羅
の
智
仁
の
『
四
分
律
六
巻

本
抄
記
』
十
巻
、
慧
景
の
『
四
分
律
比
丘
作
釈
戒
本
疏
』
一
巻
、
智
明
の
『
四
分
律
潟
磨
』
一
巻
、
慈
蔵
の
『
四
分
律
掲
磨
私
記
』
一
巻

．
『
十
諦
律
木
叉
記
』
一
巻
、
円
勝
の
『
四
分
律
潟
磨
記
』
二
巻
・
『
四
分
木
叉
記
』
一
巻
、
元
暁
の
『
四
分
褐
磨
疏
』
四
巻
、
僚
興
の

『
四
分
律
濁
磨
』
一
巻
・
『
四
分
律
拾
毘
尼
要
』
三
巻
、
道
倫
の
『
四
分
律
決
問
』
二
巻
の
著
な
ど
が
現
わ
れ
て
い
る
。

大
乗
戒
に
つ
い
て
は
、
新
羅
の
円
勝
の
『
焚
網
経
記
』
一
巻
、
玄
一
の
『
焚
網
経
疏
』
三
巻
、
元
暁
の
『
焚
網
経
疏
』
二
巻
・

『
焚
網

高
麗
清
規
と
し
て
の
誠
初
心
学
人
文

佐

藤

達

玄

は
じ
め
に

『
一
二
国
遺
事
』
や
『
海
東
高
僧
伝
』
な
ど
に
よ
る
と
、
中
国
大
陸
か
ら
大
韓
半
島
に
仏
教
が
伝
来
し
た
の
は
、
高
句
麗
・
百
済
・
新
羅
の

三
国
の
鼎
立
時
代
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
即
ち
初
伝
は
高
句
麗
の
小
獣
林
王
の
二
年
（
三
七
二
）
で
あ
り
、
百
済
へ
は
そ
れ
よ
り
十
三

年
後
の
枕
流
王
の
元
年
（
三
八
四
）
に
、
さ
ら
に
新
羅
へ
は
そ
れ
よ
り
も
一
四
三
年
後
の
法
輿
王
の
十
四
年
（
五
二
七
）
で
あ
る
こ
と
は

周
知
の
こ
と
で
あ
る
。

高
麗
清
規
と
し
て
の
誠
初
心
学
人
文

一九



二

O

経

略

疏

』

一

巻

・

『

焚

網

経

菩

薩

戒

本

私

記

』

二

巻

・

『

菩

薩

戒

本

持

犯

要

記

』

『

菩

薩

壊

洛

本

業

経

疏
』
三
巻
、
新
羅
の
勝
荘
の
『
党
網
経
述
記
』
一
二
巻
、
義
寂
の
『
党
網
経
文
記
』
二
巻
・
『
菩
薩
戒
本
疏
』
一
二
巻
・
『
菩
薩
理
洛
本
業
経

疏
』
二
巻
、
太
賢
の
『
焚
網
経
古
述
記
』
一
二
巻
・
『
菩
薩
戒
本
宗
要
』
一
巻
、
端
目
の
『
党
網
経
記
』
二
巻
な
ど
が
あ
る
こ
と
か
ら
み

て
、
朝
鮮
仏
教
形
成
期
に
お
け
る
戒
学
の
本
流
は
、
小
乗
戒
で
は
『
四
分
律
』
、
大
乗
戒
で
は
『
党
網
経
』
と
、
こ
の
二
者
が
互
に
影
響

し
あ
っ
て
発
展
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

『
究
網
経
宗
要
』

一
巻

一
巻

こ
の
よ
う
な
戒
律
研
究
の
流
れ
の
中
で
、
こ
こ
に
問
題
と
す
る
知
－
前
の
『
誠
初
心
学
人
文
』
が
現
わ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
を
考
察
し
て

み
た
い
と
思
う
。

前
述
の
よ
う
に
戒
律
思
想
の
展
開
が
『
四
分
律
』
よ
り
『
党
網
経
』
へ
、
即
ち
小
乗
戒
よ
り
大
乗
戒
へ
と
進
展
し
た
な
か
で
、
「
随
方

毘
尼
」
的
な
戒
観
に
よ
っ
て
、
新
羅
的
な
独
自
性
の
顕
著
な
戒
学
の
発
想
が
、
六
世
紀
に
活
躍
し
た
皇
龍
寺
の
釈
円
光
（
五
一
三

l
六一ニ

O
）
に
み
ら
れ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ

っ
た
。
『
三
国
遺
事
』
巻
四
に
よ
る
と
、
円
光
法
師
が
惰
よ
り
帰
っ
て
嘉
惹
岬
に
寓
止

し
て
い
た
と
き
、
貴
山
と
箸
項
の
二
人
が
終
身
の
誠
を
求
め
た
と
き
に
、
円
光
は
、

仏
教
有
菩
薩
戒
。
其
別
有
十
。
若
等
為
人
臣
子
恐
不
能
堪
。
今
有
世
俗
五
戒
。
一
日
、
事
君
以
忠
。
二
日
、
事
親
以
孝
。
三
日
、
交

友
有
信
。
四
日
、
臨
戦
無
退
。
五
日
、
殺
生
有
択
。
若
等
行
之
無
忽
。

と
い
っ
て
、
「
世
俗
五
戒
説
」
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
貴
山
ら
は
、
「
他
則
既
受
命
失
。
所
謂
殺
生
有
択
、
特
未
暁
也
。
」
と
い
っ

て
、
そ
の
わ
け
を
問
う
た
。
円
光
は
こ
れ
に
応
え
て
、

六
斎
日
、
春
夏
月
不
殺
。
是
択
時
也
。
不
殺
使
畜
、
謂
馬
牛
難
犬
。
不
殺
細
物
、
謂
肉
不
足
一
自
衛
。
是
択
物
也
。
此
亦
唯
其
所
用
。

不
求
多
殺
。
此
是
世
俗
之
善
戒
也
。

「
新
羅
の
仏
国
思
想
を
背
景
に
、
新
羅
的
な
発
想
の
展

と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
「
世
俗
五
戒
説
」
こ
そ
、
茶
博
士
が
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

聞
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
」
と
い
え
よ
う
。

右
に
の
べ
た
よ
う
に
、
戒
学
に
新
た
な
性
格
を
附
与
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
伝
統
的
な
解
釈
を
超
え
よ
う
と
試
み
た
道
念
は
、
大
国
統
に

就
任
し
て
、
僧
尼
の
生
活
威
儀
万
般
を
如
法
な
ら
し
め
た
慈
蔵
（
六
三
六
｜
六
五

O
）
の
出
現
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
大
き
な
進
展
を
み
た

の
で
あ
る
。
『
三
国
遣
事
』
巻
四
が
語
る
慈
蔵
の
人
と
な
り
は
、
つ
ね
に
枯
骨
を
観
じ
て
「
空
」
を
覚
り
、
万
事
を
放
下
す
る
底
の
厳
し

い
修
行
に
徹
し
、
俗
塵
を
厭
い
、
妻
・
息
を
掲
て
、
田
園
を
喜
捨
し
て
元
寧
寺
と
し
た
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
し
て
小
室
を
作
っ
て
、
い
ば
ら

で
身
の
廻
り
を
ふ
さ
ぎ
、
「
そ
の
中
に
裸
坐
し
、
効
け
ば
輔
ち
簸
刺
す
。
頭
は
懸
け
て
梁
に
在
り
、
以
て
昏
慎
を
枯
る
」
と
い
う
、
文
字

通
り
の
禅
行
に
精
進
す
る
日
々
で
あ
っ
た
。
た
ま
た
ま
仕
官
を
要
請
さ
れ
た
が
、
「
吾
れ
寧
ろ
一
日
持
戒
し
て
死
す
と
も
、
百
年
破
戒
し
て

生
き
る
を
願
わ
古
と
い
っ
て
王
命
を
も
断
わ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
貞
観
十
二
年
（
六
三
八
）
、
門
人
僧
実
等
十
余
人
と
と
も
に
長
安
に

往
き
、
終
南
山
の
雲
際
寺
で
禅
業
を
積
む
こ
と
三
年
、
貞
観
十
七
年
（
六
四
一
二
〉
帰
国
し
た
が
、
そ
の
歓
迎
ぶ
り
に
つ
い
て
、
「
国
を
傾

け
て
来
り
迎
え
、
一
代
の
仏
法
、
斯
に
於
て
興
顕
す
」
と
伝
え
て
い
る
。

か
れ
が
皇
龍
寺
で
七
日
七
夜
に
わ
た
っ
て
「
菩
薩
戒
本
」
を
講
義
し
た
が
、
そ
の
散
席
の
日
に
は
受
戒
希
望
者
が
雲
の
如
く
集
ま
っ
た

と
伝
え
て
い
る
。『
三
国
遣
事
』
巻
四
は
当
時
の
仏
教
弘
通
の
模
様
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

朝
廷
、
議
日
、
仏
教
東
漸
、
雄
百
千
齢
。
其
於
住
持
修
奉
、
軌
儀
関
如
也
。
非
夫
綱
、
理
無
以
粛
清
。
啓
勅
蔵
為
大
国
統
、
凡
僧
尼

一
切
規
猷
、
総
委
僧
統
主
之
。

と
。
か
く
し
て
仏
教
界
の
最
高
指
導
者
と
な
っ
た
慈
蔵
は
、
中
国
が
僧
官
を
置
い
た
例
に
な
ら
っ

て
、
元
聖
大
王
元
年
（
七
八
五
）
、

唐

徳
宗
貞
元
三
年
に
僧
統
を
置
き
、
出
家
の
五
衆
に
半
月
説
戒
を
義
務
づ
け
、
春
秋
二
回
に
総
試
を
お
こ
な
っ
て
、
持
戒
持
律
の
生
活
を
守

ら
せ
た
。
さ
ら
に
巡
察一
使
を
遣
わ
し
て
諸
寺
を
歴
検
し
、
衆
僧
の
過
失
を
誠
嘱
し
、
或
は
説
法
を
奨
励
し
、
仏
像
を
厳
飾
し
、
衆
僧
の
生

活
を
正
す
こ
と
を
恒
式
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
慈
蔵
の
護
法
的
活
動
に
よ
り
、
国
中
の
人
で
受
戒
し
奉
仏
す
る
者
は
十
中
に
八
九
を
数

高
麗
清
規
と
し
て
の
誠
初
心
学
人
文



え
、
断
髪
し
て
正
式
に
僧
尼
と
な
る
者
が
、

増
加
の
一
途
を
辿
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
慈
蔵
は
通
度
寺
を
創
建
し
て
、
戒
壇
一
を
築
い
て

四
方
よ
り
集
り
来
る
者
を
度
し
た
と
い
う。

こ
れ
を
み
て
も
、

か
れ
の
影
響
力
が
い
か
に
大
き
か
っ
た
か
が
窺
え
る
。

慈
蔵
の
活
躍
し
た
こ

ろ
は
、

中
国
大
陸
に
お
い
て
も
、

道
宣
の

『
戒
壇
図
経
』

に
基
づ
い
た
戒
壇
の
設
置
が
急
が
れ
て
い
た
時
で
も
あ

イコ

7こ。

し
か
し
腐
敗
堕
落
し
た
当
時
の
出
家
者
た
ち
は
、
仏
陀
の
制
戒
の
精
神
を
忘
れ
て
、
た
だ
形
式
的
な
見
せ
か
け
の
戒
律
生
活
を
行

う
の
み
で
あ
っ
た
か
ら
、
仏
教
の
基
本
的
な
立
場
を
根
底
か
ら
見
直
す
必
要
が
痛
感
さ
れ
た
の
で
あ
る。

こ
う
し
た
腐
敗
し
た
仏
教
界
に
警
鐘
を
乱
打
し、

統

一
新
羅
仏
教
界
で
指
導
的
役
割
を
果
し
た
元
暁

（
六
一
八

l
六
八
六
）

へ
と
パ
ト

ン
は
手
渡
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

た
。
か
れ
ら
の
仏
教
に
対
す
る
情
熱
は
、
義
湘
・
元
暁
・
慧
超
・
円
測
な
ど
の
高
僧
の
輩
出
を
う
な
が
し
た
。

一
般
に
新
羅
の
人
び
と
は
信
仰
心
が
強
く
、

歴
代
の
国
王
を
始
め
、
貴
族
た
ち
は
多
く
の
寺
院
を
建
立
し

か
れ
ら
は
い
ず
れ
も
仏
教

史
上
に
不
滅
の
光
り
を
放
っ
て
い
る
者
た
ち
で
あ
る
。

な
か
で
も
統
一
新
羅
の
初
期
仏
教
界
に
あ
っ
て
、
指
導
的
立
場
に
い
た
元
暁
は
、

大
乗
諸
経
論
に
精
通
す
る
と
と
も
に

『
党
網
経
疏
』

巻
『
党
網
経
略
疏
』

巻

『
発
網
経
宗
要
』

一
巻
・
『
焚
網
経
菩
薩
戒
本
私
記
』
二
巻
・

『
党
網
経
菩
薩
戒
本
持
犯
要
記
』

巻

『
菩
薩
要
略
本
業
経
疏
』

一
巻
な
ど
の
著
が
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
分
る
よ
う
に
、
自
己
を
律
す
る
こ
と
厳
し
く
、
肯
て
破
戒
の
身
と
な
っ

て
も
戒
律
の
護
持
を
訴
え
た
こ
と
は
、

出
家
者
の
誤
っ
た
戒
律
観
を
矯
正
す
る
上
で
、

大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
。

か
れ
の
目
指
し
た

戒
観
は
、
前
記
の

『
菩
薩
戒
本
持
犯
要
記
』

の
中
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

菩
薩
戒
者
、
返
レ
流
帰
レ
源
之
大
津
、

去
レ
邪
就
レ
正
之
要
門
也
。
然
邪
正
之
相
易
レ
濫
、
罪
福
之
性
難
レ
分
。

何
則
或
内
意
実
邪
、

市
外

迩
似
レ
正
。
：
：
：
・
：
或
有
レ
心
行
順
二
深
遠
一
而
違
浅
近
。

去

似

gE是
而以
逐 専

崇2歩
。道

人

魁
一
一
私
沙
門
日

長
専
似
レ
述
、

以
亡
一
ユ
具
正
↓
毎

到
一一深

戒
一
而
求
一
一
浅
行
↓
今
将
遣
－
一
浅
事
一
而
全
レ
深
。

と
。
か
れ
の
こ
の
よ
う
な
偽
ら
な
い
心
情
は
、
形
式
的
に
は
大
小
乗
戒
兼
受
の
通
弊
を
打
破
し
て
、
独
自
の
大
乗
戒
観
の
建
立
に
情
熱
を

傾
け
、
『
党
網
経
』
の
研
究
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
し
、
ま
た
か
れ
の
『
発
心
修
行
章
』
の
中
で
も
、
寸
陰
を
惜
し
ん
で
真
実
の
自

己

を
把
握
し
よ
う
と
し
た
真
塾
な
宗
教
的
態
度
を
披
涯
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
う
し
た
戒
学
研
究
に
対
す
る
真
塾
な
学

風
は
、
『
焚
網
経
』
の
研
究
者
と
し
て
後
世
に
ま
で
大
き
な
影
響
力
を
与
え
て
い
る
太
賢
へ
と
受
け
継
が
れ
た
の
で
あ
る
。

太
賢
は
唯
識
教
学
の
大
家
で
あ
る
と
と
も
に
、
「
古
迩
記
」
と
名
づ
け
る

一
連
の
著
述
が
示
す
よ
う
に
、
古
人
の
迩
に
依
拠
し
な
が
ら

も
、
自
己
の
見
識
に
よ
っ
て
古
人
の
説
を
取
捨
し
て
、
厳
正
な
批
判
を
行
な
っ
た
人
で
も
あ
る
。
か
れ
の
『
焚
網
経
古
迩
記
』
は
、
律
義

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
大
乗
諸
経
論
や
、
古
人
の
業
績
、
と
く
に
法
蔵
・
義
寂
・
元
暁
・
勝
荘
等
の
学
説
を
伝
承
し
な
が
ら
も
、
独
自
の

見
解
を
示
し
て
い
る
か
ら
、
古
来
よ
り
『
党
網
経
』
の
研
究
者
必
読
の
書
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
太
賢
は

「焚
網
戒

本
」
の
宗
要
を
説
く
に
当
っ
て
、
広
く
経
論
の
意
に
依
っ

て
菩
薩
戒
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
、
『
菩
薩
戒
本
宗
要
』

一
巻
を

著
し
た
。
そ
の
中
で
菩
薩
戒
に
お
け
る
持
犯
の
須
要
を
示
す
に
当
っ
て
、

「
修
行
差
別
門」

を
設
け
て
、
①
親
近
善
土
門
、
②
聴
聞
正
法

門
、
③
如
理
作
意
門
、
④
如
説
修
行
門
の
四
門
の
立
場
か
ら
、
菩
薩
戒
の
重
要
な
諸
問
題
に
言
及
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
菩
薩
戒
の
研
究
と
普
及
が
活
発
化
し
て
き
た
と
き
に
、
密
教
や
浄
土
教
の
受
容
、
あ
る
い
は
禅
宗
諸
派
の
台
頭
に
よ
っ

て
、
統
一
新
羅
の
仏
教
界
は
目
覚
ま
し
い
発
展
を
と
げ
た
が
、
そ
れ
を
助
長
し
た
の
は
、
新
羅
諸
王
の
外
護
の
も
と
に
行
な
わ
れ
た
八
関

斎
会
や
無
遮
大
会
、
あ
る
い
は
王
室
の
造
寺
造
仏
で
あ
っ
た
。

統
一
新
羅
の
つ
ぎ
に
出
現
し
た
高
麗
建
国
の
祖
太
祖
（
九
一
八
1

九
四
四
〉
は
、
高
麗
は
仏
力
の
加
護
に
よ
っ

て
建
国
さ
れ
た
と
し

て
、
即
位
三
年
（
九
一
八
）
に
新
羅
王
朝
が
行
っ
た
よ
う
に
八
関
斎
会
を
行
な
い、

諸
大
寺
の
建
立
や
無
遮
大
会
を
修
す
る
な
ど
、
積
極

的
に
仏
教
的
色
彩
の
濃
厚
な
諸
政
策
を
展
開
し
た
。
そ
し
て
歴
代
諸
帝
は
こ
の
太
祖
の
建
国
の
精
神
を
継
承
し
た
政
策
を
行
な
っ
た
が
、

五
代
成
宗
の
と
き
、
正
月
、
五
月
、
九
月
の
三
長
斎
月
に
、
屠
殺
肉
食
を
禁
じ
る
な
ど
、
『
党
網
経
』
に
説
く
菩
薩
戒
の
実
践
や
、
造
寺

塔
廟
の
修
理
な
ど
を
強
力
に
推
進
し
た
。
さ
ら
に
文
宗
（
一

O
四
七
！
一

O
八
三
）
、

宣
宗

（一

O
八
四
｜
一

O
九
四
〉
、

粛
宗

（一

O
九

高
麗
清
規
と
し
て
の
誠
初
心
学
人
文



二
四

六
ー

一一

O
五
）
、
審
宗
（
二

O
六
｜
一
一
一
一
二
）
、
仁
宗
（
一
二
二
ニ
ー
ー
一
一
四
六
）
な
ど
の
諸
帝
は
諸
大
寺
に
行
幸
し
て
祈
願
し
、

あ
る
い
は
燃
灯
会
、
水
陸
会
、
授
戒
会
、
経
行
、
祈
雨
、
各
種
の
道
場
の
開
設
な
ど
を
行
な
っ
た
こ
と
が
「
仏
教
史
年
表
」
に
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
帝
室
を
中
心
と
す
る
興
仏
、
奉
仏
の
気
運
が
華
や
か
で
あ
っ
た
反
面
に
は
、
破
戒
僧
、
偽
濫
僧
の
暗
躍
も
見
逃
す
わ
け
に

は
い
か
な
い
。
『
高
麗
史
』
巻
七
に
よ
る
と
、
奉
仏
天
子
の
文
宗
は
破
戒
僧
、
偽
濫
僧
を
沙
汰
し
た
旨
を
、
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

釈
迦
闇
教
清
浄
為
レ
先
、
遠
ニ
離
垢
随
日
断
一
除
貧
欲
↓
今
有
一
一
避
レ
役
之
徒
「
托
号
ニ
沙
門
一
殖
貨
営
レ
生
、
耕
畜
為
レ
業
。
倍
販
為
レ
風
、

進
違
ニ
戒
律
之
文
「
退
無
一
一
清
浄
之
約
↓
祖
肩
之
袖
、
任
レ
為
二
酒
毘
之
覆
日
講
唄
之
場
、
割
為
一
一
葱
蒜
之
瞬
↓
通
レ
商
買
売
結
レ
容
、
酔

娯
暗
一
二
雑
花
院
「
積
一
一臭
蘭
盆
一
冠
一
一
俗
之
冠
一
服
一
一
俗
之
服
日
恵
三
托
修
一
一
営
寺
院
「
以
備
一
一
旗
鼓
歌
吹
「
出
ニ
入
間
閣
一
措
一
一
挟
市
井
↓

与
レ
人
一
四
阿
以
致
一
一
血
傷
↓
朕
庶
使
レ
区
一
一
分
善
悪
二
府
一
一
挙
紀
綱
「
宜
レ
令
一
一
沙
汰
↓
中
外
寺
院
其
精
一
一
修
戒
行
一
者
、
悉
令
一一
安
住
↓
犯
者

以
レ
法
論
。

右
の
短
文
の
中
に
教
団
の
堕
落
ぶ
り
が
余
す
と
こ
ろ
な
く
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
破
戒
偽
濫
の
僧
た
ち
は
、
「
出
家
者
」
と
い
う
看
板
を

隠
蓑
に
、
出
家
者
に
与
え
ら
れ
た
特
権
を
思
う
存
分
に
利
用
し
て
、
自
己
の
欲
望
の
充
足
に
明
け
暮
れ
て
い
た
一
端
を
読
み
と
る
こ
と
が

で
き
る
。

四

前
述
の
よ
う
な
末
法
の
悪
時
世
に
出
世
し
た
の
が
仏
日
普
照
国
師
知
前
（
一
一
五
八
｜
二
二

O
）
で
あ
る
。
か
れ
の
傑
出
し
た
洞
察

力
と
、
正
法
の
久
住
を
ひ
た
す
ら
願
っ
た
心
情
は
、
か
れ
の
著
述
を
読
む
者
に
強
い
印
象
を
与
え
ず
に
は
お
か
な
い
も
の
が
あ
る
。
い
ま

こ
こ
で
問
題
と
す
る
『
誠
初
心
学
人
文
』
は
、
知
一
前
の
四
十
八
才
ご
二

O
五
）
の
時
の
著
で
、
そ
れ
は
先
に
著
わ
し
た
『
修
心
訣
』
の

要
旨
を
、
禅
門
に
お
け
る
清
規
の
体
裁
に
な
ら
っ
て
、
格
調
高
い
初
学
者
向
き
の
日
用
規
範
と
し
て
撰
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容

は
、
行
者
、
沙
弥
の
僧
堂
に
お
け
る
生
活
規
範
を
の
べ
た
も
の
で
、
次
の
四
つ
の
部
分
よ
り
成
っ
て
い
る
。

ω
出
家
入
道
し
て
も
、
戒
律
を
学
ば
な
け
れ
ば
、
修
行
の
目
的
は
果
た
せ
な
い
と
し
て
、
ま
ず
沙
弥
僧
の
行
儀
を
教
誠
し
た
部
分

凶
叢
林
（
修
禅
社
）
に
お
け
る
弁
道
上
の
威
儀
を
教
誠
し
た
部
分

ω
僧
堂
に
お
け
る
集
団
生
活
上
の
威
儀
作
法
を
教
誠
し
た
部
分

川
聞
社
堂
（
禅
堂
）
に
お
け
る
正
信
確
立
へ
の
道
を
教
誠
し
た
部
分

と
い
う
四
項
目
に
分
け
て
考
察
す
る
こ
と
が
便
宜
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
内
容
か
ら
な
る
『
誠
初
心
学
人
文
』
は
、
初
心
者
の
心
得
と
し

て
、
生
活
規
範
と
し
て
説
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
初
心
者
の
た
ん
な
る
心
得
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
行
住
坐
臥
、

著
衣
喫
飯
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
行
為
が
仏
法
の
妙
用
と
し
て
、
具
体
的
に
現
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
、
宗
教
的
意
義
が
宿
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
。

（

9
）
 

こ
の
点
に
つ
い
て
知
－
前
の
『
修
心
訣
』
は
、
仏
性
に
つ
い
て
「
問
、
若
言
仏
性
、
現
在
此
身
、
既
在
身
中
、
不
離
凡
夫
」
る
も
の
で
、

十
二
時
中
の
「
知
飢
知
、
知
寒
知
熱
、
或
膿
或
喜
」
と
い
う
、
日
常
の
あ
ら
ゆ
る
動
作
の
上
に
現
前
し
て
い
る
と
説
い
て
い
る
。
ま
た

『
真
心
直
野
の
「
真
心
四
儀
」
で
は
、
「
行
住
坐
臥
、
飲
食
動
用
、
一
切
時
中
」
の
威
儀
の
中
に
、
仏
道
は
必
ず
存
在
す
る
と
い
っ
て
、

真
心
は
つ
ね
に
躍
動
し
て
い
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
知
訴
の
著
述
を
通
し
て
知
ら
れ
る
こ
と
は
、
威
儀
は
即
仏
法
で
あ
り
、
本
証
妙
修
と
し
て
の
威
儀
で
あ
る
と
す
る
禅
の
戒

律
観
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
そ
こ
に
知
訊
の
真
意
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
も
う

少
し
考
察
を
進
め
て
み
よ
う
。

五

ま
ず
『
定
慧
結
社
文
』
を
み
る
と
、

高
麗
清
規
と
し
て
の
誠
初
心
学
人
文

二
五
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也臼若
O＇－＇修

道
人

捨
名
入
山

不
修
此
行
、
詐
現
威
儀
、
証
惑
信
心
檀
越
、
則
不
如
求
名
利
富
貴
、
貧
著
酒
色
、
身
心
荒
迷
、
虚
過
一
生

と
い
っ
て
、
末
法
時
代
に
お
け
る
仏
教
界
の
腐
敗
堕
落
を
痛
烈
に
批
判
す
る
と
と
も
に
、
名
利
に
走
る
出
家
者
の
生
活
態
度
に
対
し
て
、

真
実
の
自
己
、
人
間
本
来
の
姿
に
目
覚
め
る
こ
と
の
必
要
性
を
強
調
し
た
。
そ
し
て
仏
陀
の
正
法
に
帰
す
る
に
は
、
綿
密
な
行
事
と
、
持

戒
持
律
に
徹
す
る
こ
と
が
、
す
べ
て
に
優
先
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
主
張
し
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
、

定
慧
讐
運
、
万
行
斉
修
、
則
宣
比
夫
空
守
黙
之
痴
禅
、
但
尋
文
之
狂
慧
（
一
回
。

と
い
っ
て
、
誤
っ
た
禅
の
修
行
観
や
教
学
偏
重
の
立
場
を
批
判
し
、
仏
道
修
行
の
要
諦
は
、
禅
教
一
元
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、

定
慧
讐
運
の
立
場
を
明
示
し
た
の
で
あ
る
。

知
前
は
禅
教
一
元
の
立
場
に
つ
い
て
、
禅
と
は
真
実
の
自
己
実
現
の
た
め
の
実
践
行
で
あ
り
、
教
と
は
仏
性
本
具
の
自
己
に
目
覚
め
る

た
め
の
道
筋
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
み
て
い
る
。
知
一間の

い
う
禅
教
一
元
論
と
は
、
帰
す
る
と
こ
ろ
定
慧
讐
運
で
あ
り
、
頓
悟
漸
修
で

あ
る
こ
と
を
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
頓
悟
に
つ
い
て
は
、

頓
悟
者
、
凡
夫
迷
時
、
四
大
為
身
、
妄
想
為
心
、
不
知
自
性
、
是
真
法
身
。
不
知
自
己
霊
知
、
是
真

ιω。

と
い
い
、
漸
悟
に
つ
い
て
は
、

漸
修
者
、
雄
悟
本
性
、
与
仏
無
殊
。
無
始
習
気
、
卒
難
頓
除
故
、
依
悟
而
修
。
漸
薫
功
成
、
長
養
聖
胎
、
久
々
成
聖
、
故
云
漸
島
。

と
い
っ
て
い
る
か
ら
、
頓
悟
と
は
本
来
仏
で
あ
る
と
こ
ろ
の
自
己
に
目
覚
め
る
こ
と
で
あ
り
、
漸
修
と
は
「
無
始
習
気
、
卒
難
頓
除
故
、

依
悟
為
修
」
す
る
漸
進
的
な
修
行
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

故
に
知
一
嗣
の
い
う
初
心
者
の
修
行
も
、
小
乗
的
な
始
覚
門
的
立
場
か
ら
す
る
修
行
で
は
な
く
、
大
乗
仏
教
の
本
覚
門
的
立
場
に
立
脚
し

た
修
行
を
い
う
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
道
元
が
『
正
法
眼
蔵
』
弁
道
話
の
中
で
、

仏
法
は
修
証
こ
れ

一
等
な
り
。
い
ま
も
証
上
の
修
な
る
故
に
、
初
心
の
弁
道
即
ち
本
誌
の
全
体
恥
叫
ん
。

と
い
う
よ
う
に
、
初
心
者
の
修
行
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
「
本
証
妙
修
」
と
い
う
信
念
に
裏
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
こ

ろ
が
、
知
－
前
の
思
想
と
本
質
的
に
同

一
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
『
真
心
直
説
』
で
は
、
九
夫
と
は
真
心
が
妄
心
の
た
め
に
覆
わ
れ
て
現
前
し
な
い
こ
と
を
い
い
、
真
心
の
妙
体
は
「
偏
一
切
処
」

で
あ
る
と
説
い
て
い
る
か
ら
、
日
常
の
行
住
坐
臥
、
語
黙
動
静
の
あ
ら
ゆ
る
動
作
の
中
に
、

真
心
は
躍
動
し
て
い
る
と
み
て
い
る
の
で
あ

る。
し
て
み
れ
ば
『
誠
初
心
学
人
文
』
の
説
く
と
こ
ろ
の
個
々
の
戒
条
は
、
衆
生
の
煩
悩
を
除
去
す
る
手
段
方
法
を
示
し
た
も
の
で
、
迷
雲

を
と
り
除
い
て
み
れ
ば
、
自
己
は
本
来
仏
で
あ
っ
た
と
悟
ら
せ
る
方
便
行
で
あ
る
と
、
受
け
と
め
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
知
訴
の
著
述
を
考
察
し
て
み
る
と
、
知
一
前
の
禅
は
、
道
元
が
い
う
と
こ
ろ
の

「
本
証
妙
修
」
の
禅
で
あ
り
、
不
染
汚
の
修

証
、
不
染
汚
の
行
持
で
あ
る
と
い
え
る
。
「
修
」
の
中
に
「
証
」
が
あ
る
こ
と
を
自
ら
悟
る
こ
と
を
説
い
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
即
ち
そ

れ
は
道
元
が
い
う
「
発
心
・
修
行
・
菩
提
・
浬
繋
」
と
不
断
に
連
続
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
行
持
道
環
」
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ

〉
勺
ノ
。

し
た
が
っ
て
『
誠
初
心
学
人
文
』
で
説
く
戒
条
は
、

「
修
」
の
中
に
摂
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
「
修
証
一
如
」
の
立
場
か
ら
い
え

ば
、
知
前
の
戒
観
は
、
「
証
」
に
至
る
た
め
の
威
儀
で
あ
り
、
手
段
で
あ
る
と
み
る
べ
き
で
は
な
く
、
「
証
」
の
内
容
が
個
々
の
戒
条
で
あ

る
と
い
う
意
味
で
理
解
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

上
述
の
よ
う
に
知
－前は
、
本
覚
門
的
立
場
か
ら
『
誠
初
心
学
人
文
』
を
撰
述
し
て
、
日
常
の
弁
道
を
先
に
み
た
よ
う
に
四
項
目
に
わ
た

っ
て
説
い
た
の
で
あ
る
が
、
実
際
の
日
常
生
活
万
般
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
も
初
心
者
と
し
て
の
行
者
、
沙
弥
の
た
め
の
威
儀
作
法
の

指
南
書
と
し
て
撰
述
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
文
面
か
ら
受
け
る
ニ
ュ
ア
ン
ス

は
、
な
ん
と
な
く
小
乗
戒
的
に
禁
止
事
項
を
羅
列
し
た
よ

う
に
み
え
る
が
、
そ
れ
は
具
体
的
な
威
儀
の
解
説
の
た
め
、
方
便
と
し
て
始
覚
門
に
立
っ
た
本
覚
門
を
力
説
し
た
も
の
と
し
て
握
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

高
麗
清
規
と
し
て
の
誠
初
心
学
人
文
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す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
新
羅
時
代
の
戒
学
が
『
四
分
律
』
・
『
発
網
経
』
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
す
れ
ば
、
『
四

分
律
』
の
研
究
は
当
然
の
結
果
と
し
て
、
道
宣
の
戒
学
に
言
及
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
宋
代
の
戒
学
の
中
心
的
人
物
で
あ
っ
た
允
堪

（一

O
O五
t
一
O
六
一
〉
や
元
照
（
一

O
四
八
｜
一
一
七
六
）
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
四
分
律
行
事
紗
』
に
注
し
た
『
会
正
記
』
・
『
資
持

記
』
の
著
が
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
宋
代
に
お
け
る
戒
学
の
主
流
が
、
道
宣
の
戒
学
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
国
宋
代
の
戒
学
が
、
同
時
代
の
高
麗
の
仏
教
に
影
響
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
が
『
誠
初
心
学
人
文
』
で
あ
る
こ
と

に
注
目
す
る
と
き
、
『
誠
初
心
学
人
文
』
の
中
に
は
、
道
宣
の
『
四
分
律
行
事
紗
』
を
初
め
と
し
て
、
寺
院
内
に
お
け
る
生
活
規
程
を
具

体
的
に
説
示
し
た
『
教
誠
新
学
比
丘
行
護
律
儀
』
や
、
浄
心
と
禅
定
に
つ
い
て
の
べ
た
『
浄
心
誠
観
法
』
、
あ
る
い
は
北
宋
時
代
に
成
立

し
た
『
禅
苑
清
規
』
な
ど
が
随
処
に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
知
一
嗣
時
代
の
高
麗
仏
教
界
と

く
に
禅
宗
教
団
に
あ
っ
て
は
、
叢
林
と
い
う
集
団
生
活
の
場
に
お
け
る
新
学
菩
薩
の
生
活
規
範
と
な
る
よ
う
な
、
適
当
な
戒
律
書
が
な
か

っ
た
た
め
に
、
知
一
前
は
『
誠
初
心
学
人
文
』
を
撰
述
し
て
、
日
常
の
威
儀
作
法
を
教
誠
し
、
禅
宗
清
規
と
し
て
修
行
者
た
ち
に
説
示
し
た

の
で
あ
る
。

い
ま
知
一
前
の
『
誠
初
心
学
人
文
』
の
基
本
的
な
性
格
と
し
て
い
え
る
こ
と
は
、
『
四
分
律
』
に
源
流
を
求
め
た
新
羅
の
戒
学
の
伝
統
の

上
に
、
道
宣
の
戒
学
と
、
百
丈
古
清
規
の
再
現
を
め
ざ
し
た
宗
蹟
の
『
禅
苑
清
規
』
と
を
骨
子
と
し
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
る
か
ら
、
『
誠
初
心
学
人
文
』
こ
そ
高
麗
に
お
初
る
禅
門
最
初
の
清
規
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
書
で
あ
る
こ
と
は
多
言
を
要
し

な
い
。
李
智
冠
氏
は
、
『
韓
国
仏
教
所
依
経
典
研
知
』
に
お
い
て
、
こ
の
『
誠
初
心
学
人
文
』
は
、
高
麗
第
二
十
一
代
照
宗
元
年
（
一
二

O
五
）
に
、
修
禅
社
（
順
天
・
松
広
寺
）
の
落
成
と
と
も
に
、
同
社
の
日
用
清
規
と
し
て
宣
布
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
来
重
視
さ
れ

て
、
禅
門
で
読
習
す
べ
き
十
種
科
目
（
金
剛
・
拐
厳
・
禅
要
・
節
要
・
都
序
・
書
状
・
絡
門
・
自
警
・
初
心
・
拍
頚
）
の
中
に
数
え
ら
れ

て
い
た
と
い
っ
て
い
る
。
し
て
み
れ
ば
知
前
の
存
命
中
に
す
で
に
『
誠
初
心
学
人
文
』
は
、

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

日
用
清
規
と
し
て
禅
門
で
依
用
さ
れ
て
い
た

末
尾
に
示
し
た
表
に
よ
れ
ば
、
知
訊
が
『
誠
初
心
学
人
文
』
を
撰
述
す
る
に
当
っ
て
、
参
考
に
し
た
資
料
の
一
半
が
知
ら
れ
る
。
ま
た

こ
の
書
の
内
容
や
構
成
か
ら
み
て
、
初
心
入
道
者
の
心
得
と
し
て
、
五
戒
十
戒
等
を
受
持
し
て
、
持
犯
開
遮
に
通
ず
べ
き
こ
と
を
説
い
て

い
る
点
は
『
禅
苑
清
規
』
巻
一
の
「
受
戒
」
・
「
護
戒
」
に
依
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
は
百
丈
古
清
規
の
伝

統
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
行
者
、
沙
弥
に
対
す
る
教
誠
と
し
て
適
切
な
も
の
と
い
え
ば
、
『
禅
苑
清
規
』
巻
九
の

「訓

童
行
」

を
ま
ず
挙
げ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
修
行
の
未
完
成
な
行
者
・
沙
弥
に
対
し
て
、
最
も
修
行
の
妨
げ
と
な
る
「
財
色
」
を
取
り
上
げ

て
、
仏
道
修
行
者
の
ま
ず
も
っ
て
心
得
る
べ
き
も
の
と
し
た
点
は
、
道
宣
の
『
浄
心
誠
観
法
』
が
想
起
さ
れ
る
。
即
ち
そ
の
巻
上
の
「
誠

観
序
宗
法
」
第
二
で
は
、

夫
欲
修
道
於
三
業
中
、
先
断
財
色
二
種
。
：
－
今
見
解
法
人
、
仰
貧
財
色
長
養
泊
四
。
・
・
一
切
苦
因
果
、
財
色
為
本
。
一
切
楽
因

果
、
戒
定
為
本
。
：
：
：
先
断
財
色
、
使
功
行
成
立
、
後
聴
経
論
。
即
是
入
道
次
第
也
。

と
い
い
、
さ
ら
に
「
誠
観
五
停
心
観
法
」
第
三
で
は
、

仏
教
新
受
戒
者
五
年
学
律
。
然
後
学
経
。
律
有
五
部
。
一
四
分
、
二
五
分
、
三
十
請
、
四
僧
祇
、
解
脱
。
此
五
品
作
、
同
一
毘
尼
大

蔵
。
文
相
広
博
、
卒
難
悉
識
。
今
欲
知
者
、
財
色
為
宗
。
能
断
財
色
即
奉
律
。
禁
戒
清
浄
、
発
生
定
慧
、
成
就
聖
道
。

と
い
っ
て
、
戒
学
の
中
心
は
財
色
を
断
ず
る
に
あ
り
、
諸
悪
の
根
源
は
財
色
に
あ
る
と
み
て
い
る
。

次
に
寺
院
内
の
生
活
規
定
に
お
い
て
も
、
生
起
し
や
す
い
種
々
の
場
合
を
想
定
し
て
、
道
宣
の
『
教
誠
律
儀
』
・
『
行
事
紗
』
・
『
浄
心

誠
観
法
』
に
範
を
と
っ
て
い
る
の
が
目
立
つ
が
、
こ
こ
で
も
北
宋
時
代
の
宗
蹟
著
『
禅
苑
清
規
』
が
随
処
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
知
前
の
『
誠
初
心
学
人
文
』
は
、
『
禅
苑
清
規
』
を
中
心
に
展
開
し
、
そ
の
上
に
道
宣
の
著
述
を
巧
み
に
引
用
し
た
手
法

か
ら
み
て
も
、
高
麗
の
禅
宗
教
団
の
生
活
規
定
は
、
中
国
宋
代
禅
宗
の
延
長
線
上
に
位
置
し
て
い
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

高
麗
清
規
と
し
て
の
誠
初
心
学
人
文

二
九



『
誠
初
心
学
人
文
』
の
引
用
資
料

（
誠
初
心
学
人
文
）

ω
夫
初
心
之
人

ω
受
五
戒
十
戒
等
、
善
知
持
犯
開
遮
。
但
依
金
口
聖
言
。
莫
順

庸
流
妄
説
。

ω
既
己
出
家
、
参
陪
清
衆
。
常
念
柔
和
善
順
。
不
得
我
慢
貢

高
。
大
者
為
兄
、
小
者
為
弟
。
儀
有
誇
者
両
説
和
合
。
但
以
慈

心
相
向
。
不
得
悪
語
傷
人
。
若
也
欺
凌
同
伴
。
論
説
是
非
。
如

此
出
家
、
全
無
利
益
。

(4) 

財
色
之
禍
、
甚
於
毒
蛇
。
省
己
知
非
。
常
須
遠
離
。

(6) (5) 

無
縁
事
則
不
得
入
他
房
院
。

経
行
次
、
不
得
開
襟
持
管
。

(8) (7) 

言
談
次
、
不
得
高
声
戯
笑
。

非
要
事
、
不
得
出
於
門
外
。

(9) 

有
病
人
、
須
慈
心
守
護
。

。。）

見
賓
客
、
須
欣
然
迎
接
。

）
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－－ （
 
弁
道
具
、
須
倹
約
知
足
。

(12) 

斎
食
時
、
飲
畷
不
得
作
声
。

(13) 

不
得
欣
厭
精
食
。

高
麗
清
規
と
し
て
の
誠
初
心
学
人
文

。

（
引
用
資
料
）

ω
初
心
入
道
、
法
律
未
詰
。
（
禅
苑
清
規
巻
一
、
受
戒
）

ω
受
戒
之
後
、
常
応
守
護
。
寧
有
法
死
、
不
無
法
生
。
如
小
一
葉

四
分
律
、
四
波
羅
夷
・
十
三
僧
伽
婆
戸
・
二
不
定
・
三
十
尼
薩

香
・
九
十
波
逸
提
・
四
波
羅
提
々
舎
尼
・
一
百
衆
学
・

七
滅
誇

・
大
乗
党
網
経
十
重
四
十
八
軽
、
並
須
読
請
通
利
、
善
知
持
犯

開
遮
、
但
依
金
口
聖
言
、
莫
撞
堕
於
庸
輩
。

（
禅
苑
清
規
巻
一
、

護
戒
）

善
男
子
、
五
戒
為
入
法
之
初
因
、
出
三
塗
之
元
首
、
次
受
沙
弥

十
戒
、
即
形
備
法
儀
。
此
称
勤
策
。

（
同
巻
九
、
沙
弥
受
戒
文
）

ω
既
己
出
家
、
参
陪
清
衆
。
常
念
柔
和
善
順
、
不
得
我
慢
貢

高
。
大
者
為
兄
、
小
者
為
弟
、
徐
言
持
正
勿
宣
人
短
。
僕
有
誇

者
両
相
和
合
。
但
以
慈
心
相
向
、
不
得
悪
語
傷
人
。
若
也
欺
凌

同
列
、
走
一
扇
是
非
、
如
此
出
家
全
無
利
益
。
（
問
、
巻
九
、
訓

音
戸
行
）

A斗
ム

財
色
之
禍
、
甚
於
毒
蛇
。
尤
当
遠
離
。
慈
念
衆
生
、
猶
如
赤

子
。
（
同
巻

一
、
護
戒
）

同
無
縁
事
不
得
入
他
房
院
（
教
誠
律
儀
、
在
寺
住
法
第
四
）

ω
行
須
飲
手
。
坐
必
端
身
、
不
得
侍
鼻
、
不
得
捧
管
。

（
禅
苑
清
規
巻
九
、
訓
童
行
、
立
身
第

一
）

的
堂
中
尋
常
不
得
高
声
説
話
喧
乱
大
衆
。
（
問
、
陪
衆
第
二）

似
非
常
住
差
使
、
不
得
出
門
。
非
大
縁
事
、
不
得
請
仮
。
（問、

立
身
第
一
）
無
切
縁
、
不
得
入
俗
家
。

（
教
誠
律
儀
、
入
緊
落
法
第
二
十
一
ニ
）

則
一
有
疾
病
誰
為
哀
憐
。
唯
籍
同
抱
慈
悲
安
養
。
誠
為
重
任
。

宣
可
軽
心
。
（
禅
苑
清
規
巻
四
、
延
寿
堂
主
浄
頭
）

若
有
病
者
、
当
慈
心
始
終
一君
之
。

（
教
誠
律
儀
、
在
院
住
法
第

五）
賓
客
相
看
並
須
恭
謹
、
不
得
妄
談
無
益
之
事
。

（
禅
苑
清
規
巻
四
、
知
客
）

ω
将
入
叢
林
、
先
弁
道
具。

：
：
：
如
茶
器
井
其
余
衣
物
並
随
家

豊
倹
。

（
同
巻
一
、
弁
道
具
）

ω
不
得
噴
飯
作
声
。
（
同
巻
一
、
赴
粥
飯
）
九
欲
喫
食
、
不
得

大
援
、
及
歓
作
声
。
（
教
誠
律
儀
、
二
時
食
法
第
八
）

不
得
視
比
坐
鉢
中
起
嫌
心
。
当
繋
鉢
想
食
。

(13) 
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(16) (15) 仕切(18) (1功

須
知
受
食
。
但
療
形
枯
、
為
成
道
業
。

（
禅
苑
清
規
巻
一
、
赴
粥
飯
）

受
食
之
法
：
：
：
候
聞
遍
槌
、
合
掌
揖
食
、
次
作
五
観
。
一
計

功
多
少
量
彼
来
処
。
二
村
己
徳
行
全
般
応
供
。
三
防
心
離
過
貧

為
宗
。
四
正
事
良
薬
為
療
形
枯
。
五
為
成
道
故
応
受
此
食
也
。

〈
同
巻
一

、
赴
粥
飯
）
今
故
約
食
時
立
観
以
関
心
道
、
略
作
五

門
：
：
：
五
、
為
成
道
業
観
三
種

（
四
分
律
行
事
紗
巻
下
二
）

同

不
傾
堕
焚
修
否
（
禅
苑
清
規
巻
八
一
百
二
十
問
）

ω
参
禅
問
道
者
、
収
摂
身
心
不
得
散
乱
人
禅
苑
清
規
巻
九
、
訓

立
旦
「
行
）

仰
今
機
悔
之
法
、
大
略
有
二
。
初
則
理
機
、
二
則
事
機
。
此
之

二
機
通
道
含
俗
。
（
四
分
律
行
事
秒
、
峨
六
緊
法
篇
第
十
六
）

ω
粥
前
井
放
参
後
、
不
得
開
函
橿
。
及
堂
中
不
得
緊
頭
説
話
。

（
禅
苑
清
規
巻
十
、
百
丈
規
縄
頚
）

側
賓
客
相
看
並
須
恭
謹
。
不
得
妄
談
無
益
之
事
。
常
須
如
実
讃

歎
主
人
。
知
事
・
頭
首
・
井
大
衆
美
事
、
令
人
生
善
。
家
醜
不

得
外
揚
。
（
禅
苑
清
規
巻
四
、
知
客
）

側
入
俗
家
坐
起、

具
四
威
儀
、
当
令
俗
人
生
善
。
常
須
護
浄
。

：
：
：
不
得
邪
命
教
化
、
撃
発
俗
人
、
令
其
恵
施
、
不
得
喧
笑
。

不
得
説
世
間
閑
事
。
当
須
説
法
増
其
善
心
。

、、，J
’
A
4
 

1
i
 

（
 

赴
焚
修
須
早
暮
勤
修
、
自
責
僻
怠

知
衆
行
次
、
不
得
雑
乱
。

須
知
理
機
事
機
、
可
以
消
除。

居
衆
寮
・・・・・・
慎
緊
頭
聞
話

P

対
客
言
談
、
不
得
揚
於
家
醜
。
但
讃
院
門
仏
事
。

ω
若
入
俗
家
、
切
須
堅
持
正
念
、
慎
勿
見
色
聞
声
、
流
蕩
邪

心
。
又
況
披
襟
戯
笑
、
乱
説
雑
事
、
非
時
酒
食
、
妄
作
無
碍
之

行
、
深

J

一
端
仏
戒
。

位。1ぬ
〔註〕（

1
）
 

（

2
）
 

（

3
）
 

（

4
）
 

（

5
）
 

（

6
）
 

（

7
）
 

（

8
）
 

（

9
〉

（叩）
（日）

（

ロ

〉
（日）

（

日

〉

（日）

（
教
誠
律
儀
、

入
緊
落
法
第
二
十
三
）

儀
有
要
事
出
行
、
告
住
持
人
及
管
衆
者
、
令
知
去
処
。

当
白
院
中
僧
、
令
知
去
処
。

（
教
誠
律
儀
、
在

位。

凡
欲
出
院
、

院
住
法
第
五
）

開
法
之
次
、

如
履
薄
氷
必
須
側
耳
目
市
聴
玄
音。

ω
凡
遇
陛
堂
：
：
：
当
生
段
重
、

二
、
上
堂〉

粛
聴
玄
音
。

（
禅
苑
清
規
巻

『
一
ニ
国
遣
事
』
巻
四
、
大
正
蔵
四
九
・
一

O
O
二
下
l
一
O
O
三
上

向
、
大
正
蔵
四
九
・

一
O
O三
上

茶
博
士
著
『
新
羅
仏
教
戒
律
思
想
研
究
』
二
四
七
頁

『
一二
国
遺
事
』
巻
四
、
大
正
蔵
四
九
・
一

O
O五
上

『
続
高
僧
伝
』
巻
二
四
、
六
三
九
下

『
一
二
国
遺
事
』
巻
四
、
大
正
蔵
四
九
・
一

O
O
五
中

『
菩
薩
戒
本
持
犯
要
記
』
大
正
蔵
四
五
・
九
一
八
中

『
高
麗
史
』
巻
七
・
一
一

O
頁

『修
心
要
訳
』

l
金
呑
虚
訳
解

「普
照
法
語
」
全
、

七
七
頁

『真
心
直
説
』

｜
向
上

一
五
三
頁

『
定
慧
結
社
文
』

l
向
上
、

六
九
頁

問、

一
九
頁

向
、
八
五
頁

向

上

『
正
法
眼
蔵
』
弁
道
話
。
岩
波
文
庫
本
上
巻
六
五
頁

高
麗
清
規
と
し
て
の
誠
初
心
学
人
文



四

（

国

）

（

口

）

（

国

〉

李
智
冠
著
『
韓
国
仏
教
所
依
経
典
研
究
』
一
三
頁

『
浄
心
誠
観
法
』
誠
観
序
宗
法
第
二
、
大
正
蔵
四
五
・
八
一
九
下
l
八
二

O
上

向
、
大
正
蔵
四
五
・
八
二
一
上

華
厳
教
判
論

張

愛

順
（
戒
環
）

次

問
題
の
所
在

目

二
華
厳
教
判
の
類
型

ω
同
別
二
教
判

ω
コ
二
判

ω
五
教
判

ω
十
宗
判

間

四

宗

判

三
法
蔵
の
教
判
思
想

四

結
び

華
厳
教
判
論

五

［ 


